
 岡山大学農学部総務担当
 TE L：086-251-8282
 E-mail：QEE8273@adm.okayama-u.ac.jp
  〒700-8530  岡山市北区津島中一丁目１－１

お問い合わせお申込み先
＊受講される方は必ずマスクを着用ください

＊単位履修学生につきましては、教務学生担当へお申込みください。

＊各回のみの参加、履修登録されていない学生も大歓迎です。

＊準備の都合上、事前にお申し込みください。

▶氏名▶所属（勤務先）（学生の場合は大学名・学部・学年・研究室名も）

▶連絡先（電話番号／e-mail アドレス）

テーマ：��「鳥獣害対策を通じた地域活性化
　　　 －野生動物問題の最前線と今後の課題－」
日　時：令和２年１０月１０日（土）１３：００－１７：００
会　場：岡山大学農学部３号館４階 多目的室
講　師： ��久納　寛子氏（農林水産省 大臣官房政策課 食料安全保障室長）
　　　　  山端　直人氏（兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 教授）
　　　　  鈴木　克哉氏（NPO 法人 里地里山問題研究所 代表理事）
  　　　　細井　孝哲氏（古座川町役場　地域振興課）

コーディネーター：�横溝　功氏
                             （岡山大学大学院環境生命科学研究科（農学部）教授）
　　　　　　　　　 �東口　阿希子氏
                             （岡山大学大学院環境生命科学研究科 特任助教）

主　催：岡山大学農学部
後  　援：�岡山県／岡山県農業協同組合中央会／中国四国農政局／
�　　　　　  NPO 法人中国四国農林水産・食品先進技術研究会

概　 要：�ニホンジカやイノシシなどの野生鳥獣による農林業被害、いわゆる鳥
獣害が全国的な課題となっている。農業生産や農村生活を脅かす負の
側面に焦点が当てられてきた鳥獣害であるが、多様な主体が一体とな
り立ち向かうことで地域の活力が向上できる可能性が見出されつつあ
る。本シンポジウムでは、大学・自治体・NPO という多様な立場の
講演者より、被害深刻地で対策の普及・支援の取り組みの最前線につ
いてご紹介いただく。また、農林水産省の食料安全保障担当を迎え、
鳥獣害対策への期待や課題について講演いただく。それらを基に、被
害への対処にとどまらない鳥獣害対策の在り方について考える。

テーマ： �「露地野菜作経営の大規模化と経営革新
　　　 －需要構造の変化とスマート農業－」
日　時：令和２年１１月２８日（土）１３：００－１７：００

会　場：岡山大学農学部３号館４階 多目的室

講　師： 大平　貴之氏（有限会社エーアンドエス　社長）　

              吉元　龍馬氏（株式会社指宿やさいの王国　代表取締役）　
　　　　  冨本　尚作氏（倉敷青果荷受組合　理事長）
コーディネーター：大仲　克俊氏
　　　　　　　　　（岡山大学大学院環境生命科学研究科（農学部）准教授）　　　　
概　要：�大規模露地野菜作の経営者と青果卸から加工も手掛ける青果流通業者

の講演から、野菜生産におけるスマート農業技術の導入と多方面にわた
る経営革新、そして野菜需要の変化から求められる農業経営の発展方
向について議論する。

テーマ：�「花卉経営で生産・収益を拡大した
　　　アイデアとその到達過程」
日　時：令和２年１０月３１日（土）１３：００－１７：００
会　場：岡山大学農学部３号館４階 多目的室
講　師：�井波　恒雄氏（岡山総合花き株式会社 代表取締役
                                      有限会社ホーティカルチャ神島 代表取締役）

　　　　  木下　良一氏（木下農園　代表）

コーディネーター：����後藤　丹十郎氏
　　　　　　　　　�　（岡山大学大学院環境生命科学研究科（農学部）　教授）

概　要：�岡山県で花卉経営者として大活躍されている方々を講師として招聘し、
日常の中から生産・収益を拡大するためのアイデアを次々と生み出し
てきた過程について講演していただき、今後の農業経営について議論
する。

  第１回講義   第 2 回講義　

  第 3 回講義

　

令和 2 年度 地域活性化システム論

10  .10日[土]　11  . 28日[土]受   講   料

無  料
(事前にお申し込みください)


